
議会だより
I ka ta  Tow n Pare l i amen t  Pub l i c  Re l a t i on

２０２４

12
Vol.78

目次 -Contents-

P２～４	 ９月定例会の動き
P５	 一般質問
P６	 研修レポート
P７～８	 委員会（協議会）報告
P８	 議長の動き

令和６年10月24日　令和６年10月24日　観光事業対策特別委員会観光事業対策特別委員会

原子力発電対策特別委員会原子力発電対策特別委員会

株式会社 佐田岬マネジメント
東矢 代表取締役社長



（ 2 ）

９月定例会の動き� 令和６年９月10日～18日

　第78回定例会が開催され、報告３件、条例２件、決算認定10件、補正予算７件、請負契約４件、財
産の取得１件、人事３件、発議３件、その他12件は、いずれも原案のとおり可決・認定・同意されま
した。

【主な決定事項】
報告

令和５年度伊方町継続費精算報告書　
　期間　令和４年度～５年度　　精算額　８２３，９６８，０００円　　亀ヶ池温泉再建事業

令和５年度伊方町の財政の健全化判断比率及び資金不足比率
　令和５年度決算における本町の財政状況を地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する比
率で示し、健全な状況にあることを報告。

令和５年度伊方町の教育に関する事務の点検・評価報告書の提出
　令和５年度における本町の実態を地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づいて評価・
点検し、概ね良好な状況にあることを報告。

条例
伊方町防災行政用無線局条例の一部を改正する条例制定
　防災行政無線（移動系）の廃止に伴うアラカヤ中継局の削除、固定局設置場所の変更（小島）。

伊方町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定
　被保険者証の返還に応じない場合の過料に関する規定の削除。

決算認定
令和５年度伊方町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定
　令和５年度伊方町一般会計及び９特別会計歳入歳出決算を認定（決算内容は広報11月号に掲載）。

補正予算
� （単位：千円）

会計名 補正額 補正後
一般会計補正予算（第４号） 315,451 10,935,678

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）� 事業勘定　　　　
� 直営診療施設勘定

5,043
△ 9,381

1,805,963
514,270

後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号） 461 210,777

介護保険特別会計補正予算（第１号）� 保険事業勘定　　　　
� 介護サービス事業勘定

32,037
△ 3,705

1,371,592
14,863

風力発電事業特別会計補正予算（第１号） 38,145 229,350

水道事業会計補正予算（第１号）� 収益的支出　　　　　
� 資本的支出　　　　　

2,597
4,000

409,964
204,951

下水道事業会計補正予算（第１号）� 収益的支出　　　　　
� 資本的支出　　　　　

△ 7,248
3,526

392,782
188,387
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防災用井戸等整備補助事業　
　災害等により水道が断水した場合に備え、地域住民等の生活用水の水源を確保することを目的
に、井戸の新設及び改修に要した経費の一部を補助。
補助金額
　地区 井戸新設� 上限　１，０００，０００円　（補助率 １０/１０）
　地区 既設井戸改修� 上限　　 ５００，０００円　（補助率 １０/１０）
　個人又は企業 井戸新設（共同利用可）� 上限　　 ７００，０００円　（補助率 　７/１０）
　個人又は企業 井戸新設（共同利用無）� 上限　　 ５００，０００円　（補助率 　５/１０）
　個人又は企業 既設井戸改修（共同利用可）� 上限　　 ３５０，０００円　（補助率 　７/１０）
　個人又は企業 既設井戸改修（共同利用無）� 上限　　 ２５０，０００円　（補助率 　５/１０）
� ※千円未満切り捨て

請負契約
伊方町国民健康保険瀬戸診療所消火設備設置工事請負契約の締結
　契約金額　　６３，８００，０００円　　契約の相手方　伊方電気工事株式会社

残土置き場造成工事請負契約の締結
　契約金額　　７０，０７０，０００円　　契約の相手方　有限会社堀保組

川之浜地区法面対策工事請負契約の締結
　契約金額　　７３，５９０，０００円　　契約の相手方　藤川建設有限会社

瀬戸アグリトピア宿泊棟改修工事請負契約の締結
　契約金額　１８９，７５０，０００円　　契約の相手方　堀田建設株式会社伊方支店

財産の取得
伊方町国民健康保険瀬戸診療所医療機器の取得
　取得価格　　２１，３４０，０００円　　取得の相手方　小西医療器株式会社松山営業所
　整備機器　　電子内視鏡システム

人事
人権擁護委員の推せん　
　山　口　千　穗　氏　　二見（新任）　
　佐々木　善　惠　氏　　塩成（新任）　
　山　口　喜久雄　氏　　三崎（新任）

発議
伊方町議会委員会条例の一部を改正する条例制定
　標準町村議会委員会条例の一部改正に伴う改正。

伊方町議会会議規則の一部を改正する規則制定
　標準町村議会会議規則の一部改正に伴う改正。

防災・減災、国土強靭化対策の更なる推進を求める意見書の提出
　「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」終了後も切れ目なく、各分野における対策を
着実に推進していく上で、十分な予算を安定的かつ継続的に確保することを強く国に要望する。
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その他
伊方町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定
　地方公共団体の特定の事務の郵便局における取扱いに関する法律の規定により、伊方町の特定の事
務を取り扱わせる郵便局を指定。

　町の特定の事務を取り扱う郵便局を指定して、電子証明書の更新や、マイナンバーカードの発行
に関する事務を委託することで、手続き可能な窓口を拡大し、住民の利便性の向上を図る。

指定する郵便局 大久郵便局、二名津郵便局及び串郵便局

取扱事務

マイナンバーカードに関連する次の事務
　•署名用電子証明書の発行・更新の申請の受付等
　•利用者証明用電子証明書の発行・更新の申請の受付等
　•マイナンバーカードの交付・更新の申請の受付等
　•ビデオ会議システムを用いて本人確認を行う場合に必要な連絡等

指定期間 令和６年 12月１日から令和７年３月 31日まで
事務の取扱いを廃止する旨の意思表示がないときは、さらに 1年間延長

八幡浜地区施設事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び八幡浜地区施設事務組合規約
の変更
　組合の構成団体である西予市が脱退することに伴う規約変更。

八幡浜地区施設事務組合の財産処分に関する協議
　組合の構成団体である西予市が脱退することに伴う財産処分。

愛媛県後期高齢者医療広域連合規約の変更
　被保険者証の廃止に伴う用語削除。

愛媛地方税滞納整理機構の共同処理する事務の変更及び規約の変更
　森林環境税の賦課徴収に伴う滞納処分等の事務の追加。

伊方町デイサービスセンターの指定管理者の再指定
　施設の名称及び所在地　伊方老人デイサービスセンター　（伊方町湊浦871番地２）
　　　　　　　　　　　　瀬戸デイサービスセンター　　　（伊方町三机乙1087番地１）
　　　　　　　　　　　　三崎デイサービスセンター　　　（伊方町三崎1700番地16）
　指定管理者　社会福祉法人伊方町社会福祉協議会　
　再指定期間　令和６年11月１日～令和９年３月31日

伊方在宅高齢者共同生活支援施設の指定管理者の指定
　施設の名称及び所在地　伊方在宅高齢者共同生活支援施設　（伊方町川永田乙181番地１）
　指定管理者　株式会社悠遊社　
　指定期間　　令和７年４月１日～令和12年３月31日
　
議会運営委員会の閉会中の継続調査　　　　 原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査
議会改革特別委員会の閉会中の継続調査　　 公共施設環境改善対策特別委員会の閉会中の継続調査
観光事業対策特別委員会の閉会中の継続調査
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田村 義孝 議員

質問の全文はＱＲ
コードを読み込ん
で、確認できます

一　般　質　問

大
綱
１ 
が
ん
患
者
へ
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

　
　
　

 

ケ
ア
に
つ
い
て

問
　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
と
は
外
観
や
人
の
容
貌
を

意
味
し
、
脱
毛
、
皮
膚
や
爪
の
変
色
、
爪
の

変
形
、
手
術
の
傷
跡
な
ど
、
治
療
に
よ
っ
て
起
こ
る

外
見
の
変
化
に
対
し
て
、
患
者
の
悩
み
に
対
処
し
支

援
す
る
こ
と
を
、
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
と
呼
ぶ
。

　
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の

二
〇
二
〇
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
日
本
人
が
一
生

の
う
ち
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
確
率
は
男
性
が
六
十

二
・
一
％
、
女
性
が
四
十
八
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
伊
方
町
は
、
高
齢
化
率
も
高
く
、
が
ん
に
か
か
る

リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
が
ん
治
療
に

伴
う
外
見
の
変
化
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
に
対
す
る
ア

ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　
県
内
の
自
治
体
で
は
、
複
数
の
自
治
体
で
、
名
称

こ
そ
違
え
ど
、
が
ん
患
者
へ
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

助
成
金
交
付
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
八
幡
浜
市
で
も
、
が
ん
治
療
に
伴
う
外
見
の
変
化

に
起
因
す
る
苦
痛
の
軽
減
と
、
治
療
と
就
労
や
社
会

参
加
の
促
進
、
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
が
ん
患
者
に
対
し
て
頭
髪
補
整
具

や
、
そ
の
他
補
整
具
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
る
。

　
伊
方
町
に
お
い
て
も
、
が
ん
患
者
に
対
し
て
、
頭

髪
補
整
具
や
、
そ
の
他
補
整
具
の
購
入
費
を
助
成
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　

議
員
ご
紹
介
の
と
お
り
、
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
の
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
人
が
一

生
の
内
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
確
率
は
、
男
性
・
女

性
共
に
二
人
に
一
人
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
二

〇
二
二
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
日
本
人
が
が
ん
で
死
亡

す
る
確
率
は
男
性
が
二
十
五
・
一
％
で
四
人
に
一

人
、
女
性
が
十
七
・
五
％
で
六
人
に
一
人
と
な
っ
て

お
り
、
が
ん
へ
の
対
応
は
国
民
の
生
命
と
健
康
に

と
っ
て
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
や
県
に
お
い
て
は
、
平
成
十
八
年
に
成
立
し

た
「
が
ん
対
策
基
本
法
」
や
平
成
二
十
二
年
に
制
定

し
た
「
愛
媛
県
が
ん
対
策
推
進
条
例
」
に
基
づ
い
て

「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
を
策
定
。
現
在
第
四

期
と
な
る
基
本
計
画
に
沿
い
「
が
ん
の
予
防
」「
が

ん
医
療
の
充
実
」「
が
ん
と
の
共
生
」
を
柱
に
総
合

的
な
が
ん
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
法
律
や
計
画
等
を

踏
ま
え
、
が
ん
の
予
防
や
早
期
発
見
に
向
け
て
発
が

ん
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
は
じ

め
、
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
。
検
診
受
診
率
は
県
下

で
も
上
位
を
誇
っ
て
い
る
。

　

が
ん
検
診
の
結
果
を
見
る
と
、
本
町
に
お
け
る

令
和
四
年
度
の
要
精
密
検
査
率
は
、
胃
が
ん
五
・

八
％
、
肺
が
ん
〇
・
七
％
、
大
腸
が
ん
四
・
八
％�

乳
が
ん
〇
・
八
％
、
子
宮
頸
が
ん
〇
・
三
％
、
前
立

腺
が
ん
六
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
が
ん
検
診
を
よ
り
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
引
き
続
き
努
め
る
と
共
に
、
適
切
な
予
防
活
動
に

活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

が
ん
患
者
へ
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
国

の
第
四
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
で
は
「
が
ん
と

の
共
生
」
を
掲
げ
、
が
ん
患
者
の
相
談
支
援
及
び
情

報
提
供
、
が
ん
患
者
等
の
社
会
的
な
問
題
へ
の
対
策

な
ど
の
現
状
や
、
課
題
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
が

ん
治
療
の
副
作
用
に
よ
る
脱
毛
、
肌
の
色
や
爪
の
変

化
、
傷
跡
な
ど
、
外
見
の
ケ
ア
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
も
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
し
て
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
が
ん
患
者
に
お
い
て
は
身
体
の
痛
み
や
発

熱
、
吐
き
気
な
ど
の
症
状
よ
り
も
、
外
見
の
変
化
に

対
す
る
苦
痛
を
感
じ
る
方
が
多
い
と
の
調
査
結
果
も

出
て
い
る
。

　

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
「
が
ん
患
者
が

が
ん
と
共
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、
治
療
や
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
、
臨
床
心
理
士
な
ど
、
心
理
面
を
含
め

た
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
の
長
期
的
な
関
わ
り
の
中
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
お
り
、
尊
厳
を
持
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め

に
、
今
後
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
、
重
要
な
が
ん
対

策
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
県
内
で
は
八
市
町
が
、
が
ん
患
者
の
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
・
胸
部
補
整
具
な
ど
の
購
入
費
用
に
対
す

る
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
他
の
市
町
に
お
い
て
も
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
国
や
県
の
対
策
が
進
む
中
で
、
そ

の
動
向
を
見
据
え
、
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

関
係
機
関
の
考
え
方
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
ケ
ア
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
前
向
き
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

（
町
長
）
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大
正
大
学
社
会
共
生
学
部
公
共
政
策
学
科
教
授
の
江

藤
俊
昭
先
生
を
講
師
に
「
報
酬
・
政
務
活
動
費
を
考
え

る
論
点
と
手
続
き
～
住
民
自
治
の
根
幹
と
し
て
の
議
会

を
作
動
せ
る
た
め
に
～
」
と
い
う
演
題
で
、
定
数
、
な

り
手
不
足
も
加
え
た
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

の
研
修
会
の
復
習
も
兼
ね
て
更
に
学
び
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
の
流
れ
と
し
て
、
議
員
報
酬
・
定
数
へ
の
住
民
批
判
の
高
揚
と
、
住
民
自
治
の
根

幹
と
し
て
の
議
会
を
創
り
出
す
条
件
整
備
の
た
め
の
議
員
報
酬
・
定
数
の
検
討
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
住
民
に
よ
る
削
減
要
請
を
議
会
力
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
説
明
す
る
こ
と
に

よ
り
、
住
民
に
応
え
る
こ
と
も
可
能
で
、
ま
さ
に
新
し
い
議
会
を
創
り
出
す
た
め
の
条
件

と
し
て
、
議
員
報
酬
・
定
数
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
の
指
摘
で
し
た
。

　

議
員
報
酬
と
定
数
は
別
の
論
理
で
す
。
議
員
定
数
を
半
分
に
し
て
報
酬
を
増
額
す
れ

ば
、
若
い
人
も
議
員
に
な
れ
る
と
の
議
会
費
を
一
定
と
し
た
想
定
の
提
起
は
、
一
時
的
に

住
民
の
納
得
を
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
も
そ
も
報
酬
や
定
数
の
根
拠
は
何
か

と
い
う
問
い
が
発
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
独
自
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

削
減
を
優
先
さ
せ
効
率
性
重
視
の
行
政
改
革
に
対
し
て
、
議
会
改
革
は
地
域
民
主
主
義

の
実
現
で
す
。
住
民
自
治
を
ど
の
よ
う
に
創
り
出
す
か
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
政
的
問
題
か
ら
本
来
、
議
員
報
酬
・
定
数
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

が
、
ど
う
し
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
議
会
力
を
ダ
ウ
ン
さ
せ
な
い
た
め

に
住
民
に
よ
る
政
策
提
言
・
監
視
の
支
援
を
制
度
化
す
べ
き
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
議
員
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
住
民
が
将
来
、
議
員
に
な
り
や
す
く
、
活
動
し

や
す
く
、
そ
し
て
、
持
続
的
な
地
域
民
主
主
義
の
条
件
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
五
年
四
月
に
議
会
運
営
の
最
高
規
範
と
し
て
伊
方
町

議
会
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
の
在
り
方
、
住

民
と
の
関
係
、
住
民
参
加
や
情
報
公
開
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、
伊
方
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
し
て
い
た
だ

き
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

伊
方
町
議
会
も
議
員
間
で
議
論
を
重
ね
つ
つ
、
新
し
い
議

会
の
在
り
方
を
模
索
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。
研
修
を
通
し
て

住
民
福
祉
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
開
か
れ
た
議
会
、
住
民

参
加
の
身
近
な
議
会
と
な
る
よ
う
研
鑽
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
に
も
更
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　　　研修レポート　−第１回町議会議員研修会−

田村 義孝 議員

　

全
国
的
に
議
員
不
足
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
状
況
に
対
し
、
講
師
を
招
い
て

の
講
演
会
が
、
県
町
村
議
会
議
長
会
主

催
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
題
＝
報
酬
・
政
務
活
動
費
を
考
え
る
論
点
と
手
続
き

　

①
政
務
活
動
費

　
　

伊
方
町
議
会
で
は
、
現
在
ま
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。　

　

�　

㋐
町
村
の
財
政
状
況
、
㋑
議
員
一
人
当
た
り
の
人
口
数
、
㋒
面
積

等
、
㋓
活
動
状
況
等
を
視
野
に
入
れ
協
議
す
べ
き
案
件
と
考
え
ら
れ
る
。

　

②
報
酬

　

�　

特
別
職
の
報
酬
等
、
各
自
治
体
の
報
酬
審
議
会
に
お
い
て
調
査
審
議

し
、
答
申
や
意
見
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

�　

講
演
会
に
お
い
て
「
報
酬
審
議
会
は
、
議
員
の
活
動
等
を
理
解
せ
ず

審
議
し
て
い
る
感
が
あ
る
」
講
師
の
言
葉
。

　

・
愛
媛
県
九
町
デ
ー
タ
（
令
和
四
年
四
月
一
日
現
在
）

　
　

人
口
＝
六
番
目

　
　

議
員
定
数
＝
九
町
平
均
十
三
人

　
　

財
政
力
指
数
＝
二
番
目

　
　

報
酬
額
＝
三
番
目

　

・
全
国
原
子
力
立
地
（
十
七
町
村
）

　
　

人
口
＝
八
番
目

　
　

報
酬
額
＝
十
六
番
目

　

�　

原
子
力
立
地
町
は
、
電
力
会
社
に
対
す
る
管

理
監
督
等
の
業
務
が
他
町
よ
り
多
く
な
る
。

　

今
後
、
右
記
研
修
・
デ
ー
タ
等
を
参
考
に
、
町

民
に
寄
り
添
っ
た
議
会
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一

議
員
と
し
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

阿部 吉馬 議員
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委員会（協議会）報告
月　日 委員会（協議会） 概　　要

８月16日

原 子 力 発 電 対 策
特 別 委 員 会

１.令和６年度伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査計画について
２.令和６年度伊方原子力発電所温排水影響調査計画について
３.令和５年度伊方発電所異常時通報連絡状況について
４.伊方発電所の状況について

議 員 全 員 協 議 会
１.防災対策事業の進捗状況について
２.三崎あこう樹前緑地の公園整備について　
３.伊方町デイサービスセンター指定管理業務の一部変更について

８月27日 議 会 運 営 委 員 会 １.第78回定例会の運営について

９月４日

議 会 運 営 委 員 会 １.第78回定例会の運営について

議 員 全 員 協 議 会

１.消防署所再編に向けた進捗状況について
２.災害対策事業について
３.八幡浜地区施設事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
八幡浜地区施設事務組合規約の変更等について

４.伊方町第３次総合計画等の策定について
５.令和５年度伊方町継続費精算報告書について
６.令和５年度伊方町の財政の健全化判断比率及び資金不足比率の報
告について

７.伊方町国民健康保険瀬戸診療所消火設備設置工事請負契約の締結
について

８.伊方町国民健康保険瀬戸診療所医療機器の取得について
９.愛媛県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
10.愛媛地方税滞納整理機構の共同処理する事務の変更及び規約の変
更について

11.伊方町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について
12.伊方町水産業振興計画の策定について
13.残土置き場造成工事請負契約の締結について
14.川之浜地区法面対策工事請負契約の締結について
15.令和５年度伊方町の教育に関する事務の点検・評価報告書につい
て

16.条例の制定等について
17.令和６年度伊方町一般会計補正予算（第４号）概要
18.伊方町デイサービスセンターの指定管理者の再指定について
19.伊方在宅高齢者共同生活支援施設の指定管理者の指定について
20.指定管理者の募集について
21.瀬戸アグリトピア宿泊棟改修工事請負契約の締結について

議会改革特別委員会

１.特別職報酬等審議会結果について
２.伊方町議会委員会条例の一部を改正する条例制定について
３.伊方町議会会議規則の一部を改正する規則制定について
４.一般質問映像の町ホームページでの公開について

議 会 運 営 委 員 会 １.第78回定例会の運営について

９月13日
総 務 文 教 厚 生
常 任 委 員 会
産業建設常任委員会

１.令和５年度一般会計及び特別会計決算審査（合同常任委員会）
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12月号
Vol.78

８月　 ４日 伊方町文化交流施設「佐田岬半島ミュージアム」開館１周年記念セレモニー

 ５日 第１回町議会議員研修会（松山市）

　　　 ６日 伊方地区忠霊塔戦没者慰霊祭

　　　15日 愛媛県戦没者追悼式（松山市）

21日 伊方町人権・同和教育地域推進員研修会

28日 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合議会定例会（大洲市）

９月　 ３日 伊方原子力発電所環境安全管理委員会（松山市）

24～25日 四国四県町村長・議長大会（松山市）

10月　 19日 西予市合併20周年記念式典（西予市）

議長の動き（主な内容）

月　日 委員会（協議会） 概　　要

10月24日

観 光 事 業 対 策
特 別 委 員 会

１.伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉の管理運営について
２.伊方町観光物産センター道の駅伊方きらら館の経緯と現状につい
て

原 子 力 発 電 対 策
特 別 委 員 会 １.伊方発電所３号機炉内核計装装置の不具合について

令和６年８月16日令和６年８月16日　　原子力発電対策特別委員会原子力発電対策特別委員会

町内の小学校３年生が 町内めぐりで 議場を見学しました町内の小学校３年生が 町内めぐりで 議場を見学しました

伊方地域伊方地域 瀬戸・三崎地域瀬戸・三崎地域

四国電力株式会社
川西 原子力本部長

伊方原子力規制事務所
山形 所長


